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5 月 21 日（月） 
 ホテル→ドカペスカ本社→セシンブラ漁港→セトバル漁港→ホテル（リスボン） 
 
5 月 22 日（火） 
 ホテル（リスボン）→ペニシェ漁港（ペニシェ）→ホテル（ぺニシェ） 
 
5 月 23 日（水） 
 ホテル（ペニシェ）→マトジーニョス漁港（ポルト）→ホテル（ポルト） 
 
5 月 24 日（木） 
 ホテル（ポルト）→マトジーニョス漁港・仲卸市場→ホテル（リスボン） 
 




5 月 26 日（土） 
ホテル（リスボン）→リスボン空港→ロンドン・ヒースロー空港 
 
























































第 45 位であったが、現在（2018 年）は、第 70 位へと大きく後退している。海面漁業・養
殖業生産量の推移を図 1.1に示す。海面漁業生産量は 2000 年頃まで減少を続け、以降は
横ばいで推移している。他方、養殖業生産はわずかである。ポルトガルの本国・地域別海



































図 1.1 ポルトガルの海面漁業・養殖業生産量の推移 
FAO Online Query Panels より作成 
表 1.1 ポルトガルの本国・地域別海面漁業生産 
Estatísticas da Pesca 2018, Instituto Nacional de Estatística (INE) e a Direção-Geral de Recursos Naturais, 













































図 1.2 ポルトガルの水産物輸出入 
表 1.2 ポルトガル本国に陸揚げされる魚種 
Estatísticas da Pesca 2007 2008 2017 2018, Instituto Nacional de Estatística (INE) e a 
Direção-Geral de Recursos Naturais, Segurança e Serviços Marítimos (DGRM)より作成 
FAO Online Query Panels, UN Comtrade Database より作成 
Estatísticas da Pesca 2018, Instituto Nacional de Estatística (INE) e a Direção-Geral de Recursos Naturais, 




悪化に対応し漁獲割当制度の厳格な実施と減船が進んでいる。登録漁船の約 90%は 5 トン





小型漁船漁業  船長 9m 以下 船外機漁船  
沿岸漁業    船長 9m を超え、33m 以下の漁船 
沖合漁業    100GT を超えトン数、12 マイルを超える沖合、15 日以上の操業 
 
ポルトガルの漁船は、1989 年から EU のデータベースに登録されている。漁船登録は、





























 図 1.3 漁船勢力の推移 
Estatísticas da Pesca 2003 2008 2018, Instituto Nacional de Estatística (INE) e a Direção-
Geral de Recursos Naturais, Segurança e Serviços Marítimos (DGRM)より作成 
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1986 年以降、ポルトガルの海域では特定の魚種の漁獲は TAC 制度により規制されるよ
うになった。ポルトガルの TAC 漁獲割当量は、毎年 EU レベルで設定される。公海での漁
獲割当量は 2 年ごとに設定される。 
 
(4)操業日誌の電子化 




2011 年から電子操業日誌（Electronic Logbook or Electronic Fishing Diary）が利用可能とな
り、2014 年にバージョンアップが行われた。アプリケーションは DGRM の web サイトか

























MANUAL - ELECTRONIC FISHING DIARY, Planning and Control Division, DGRM 






令（Ministerial Decree）により、漁港（fishing ports）とマリーナ・レクレーション港（marina 
and recreational ports）の管轄権（jurisdiction）は港湾海運機関 Port and Maritime Transport 











DGRM は、IPTM と漁業・養殖業総局 Directorate-General for Fisheries and Aquaculture 
(DGPA) が 2012 年に統合した組織である。データの収集・分析等の水産統計を行ってい
る。漁港の市場が水産物を販売するには、食品・獣医総局 Directorate-General for Food and 























図 2.1 漁港の管理運営に関わる機関とその役割・機能 




では EU 最大の企業の一つである。ドカペスカ社の組織体制を図 2.2に、ポルトガル本国
の漁港、マリーナ・レクレーション港等一覧を表 2.1に示す。リスボンに本社があり、ポ
ルトガル本国に 6 事務所、22 市場、小さな漁村に所在する 25 販売所、15 マリーナ・レク
レーション港（3 港はナザレ、ペニシェ、オルハオの事務所、その他は民間企業に運営権
を譲渡）、そして 12 造船所・修理場を有する。また、仲卸売市場、2 冷蔵施設、15 漁具販
売店、555 倉庫、24 製氷施設、6 給油施設を有する。倉庫、冷蔵施設、仲卸売市場、氷・
燃料油・漁具の貸付けを通じて生産者や事業者をサポートしているわけである。 















































































表 2.1 ポルトガル本国の漁港、マリーナ・レクレーション港等一覧 
Estatísticas da Pesca 2018, Instituto Nacional de Estatística (INE) e a Direção-Geral de Recursos Naturais, Segurança e 
Serviços Marítimos (DGRM)   Docapesca Pamphlet より作成 
主要漁港 販売所
Vila Praia de Âncora 〇 〇
Viana do Castelo 〇 〇
Esposende 〇 〇
Póvoa de Varzim 〇 〇 〇 〇
Vila do Conde 〇 〇 〇
Caminha 〇
Fão e Apúlia 〇
Angeiras 〇
Afurada 〇
Castelo de Neiva 〇
Vila Cha 〇
Matosinhos Branch Matosinhos 拠点港 〇 Online 〇
Aveiro 〇 〇
Mira 〇




Nazaré 〇 〇 〇 〇
Peniche 拠点港 〇 Online 〇 〇
Ericeira 〇
Cascais 〇 〇
Foz do Arelho 〇
Costa da Caparica 〇
Sesimbra 拠点港 〇 Online
Setúbal 〇 〇
Trafaria 〇
Fonte da Teiha 〇
Carrasqueira 〇
Azenha do Mar 〇
Sines 〇 〇
Vila Nova de Milfontes 〇
Zambujeira 〇
Baleeira - Sagres 〇 〇
Lagos 〇 〇 〇 〇





Olhão 〇 〇 〇 〇
Arrifana 〇
Salema 〇
Armação de Pêra 〇
Tavira 〇 〇 〇 〇



















































































・獣医管理番号を取得した、せり販売が行われる市場（the first sale market）と小さな漁












































































































インターネットを通じて水産物を販売する新しいシステム Online Auction であり、従来の





























 ユーザーは、せり価格が決まった時に購入したい数量を表明するが、その数量を F1 か





Line 4：Line 2 で参加したせり販売を当該箇所までドラッグすると、その販売情報が表示
される。  
Line 5：せり販売中のロットの箱数、重量、総重量が表示される。   
  Line 6：せり販売中のロットの漁船名が表示される。  



















 せり販売中の画面の事例を図 2.5に示す。主な情報は次のとおり。 
❶Buyer Type（バイヤーの購入方法） 
: L – buyer at Lota; O – online buyer; C – Purchase Order 
❷Total weight（ロット重量）: Total weight of the lot to be sold 
❸Name of vessel（漁船名） 
❹Presentation of the fish（状態）:ホール（ラウンド）、ドレス等 
























市場購入証明 CCL ラベルプロジェクト 

























































図 2.6 CCLラベルの情報 














































写真 2.3 鮮魚販売店における CCLラベル商品の販売 




学名が表示されていた事例                8% 
漁獲方法が表示されていた事例                96% 
漁獲水域が表示されていた事例                97% 
産地市場が特定できた事例                    83% 
 
CCL ラベルが最終消費者へ販売する段階で商品に表示されている場合 
・市場で直接購入した規模の大きい鮮魚販売店（Big Retailers / hypermarkets) 






 ドカペスカ社のミッションや取組活動、市場の概要等を webサイト（図 2.8）で紹介する
とともに、せり販売への参加方法や陸揚げ主要漁港（16 市場）の日別・月別販売結果（相場







































































































































































図 3.1.3 市場の配置と利用 














































表 3.1.1 開場、荷受け・計量、せり販売時間等 
25 
























































































図 3.1.5 選別・計量 













































図 3.1.7 キャビン内のモニター画面（スクリーン画面） 












































市場における陸揚げ数量・金額および平均価格の推移を図 3.1.10 に示す。2002 年から
図 3.1.9 搬出（輸送） 
29 
2018 年までの間に、陸揚げ数量は 10,793 トンから 27,277 トンに増加（2.5 倍）した。陸揚










































図 3.1.10 陸揚げ数量・金額と平均価格の推移 
Estatísticas da Pesca 2002-2018, Instituto Nacional de Estatística (INE) e a Direção-Geral de Recursos Naturais, 




Setubal and Sesimbra Port Authority = Docapesca 社が管理運営 
漁船・PB が棲み分けして利用 
陸揚げ施設・加工場・魚市場 
利用漁船 400 隻 （以下、2000 年の値） 
水揚げ量 9,000 トン 
漁業者数 2,000 人 
イワシの塩焼き、太刀魚の地元料理が観光客に人気があり、漁村からリゾートに変わりつ
つある。しかし、漁業者がリゾート客に働きかけ、収入を伸ばす考えはないとのこと。 
14 世紀初めに集落ができ漁村として栄えた町だが，1950 年代に 1 本の防波堤が整備さ
れ、1980 年代にさらに防波堤を出し、遊漁船との共存する環境が整備された。これまでに


























































































































図 3.2.2 漁港の配置と利用 













































図 3.2.3 陸揚げ・場内搬入 













































図 3.2.5 せり販売までの保管 













































写真 3.2.2 せり販売エリア（ローカル・オークション） 
図 3.2.6 魚箱の洗浄・保管 
36 
(7)市場における陸揚げ・販売の動向 
市場における陸揚げ数量・金額および平均価格の推移を図 3.2.7に示す。2002 年から 2018
年までの間に、陸揚げ数量は 3,068 トンから 2,270 トンに減少（0.7 倍）した。陸揚げ金額で








































図 3.2.7 陸揚げ数量・金額と平均価格の推移 
Estatísticas da Pesca 2002-2018, Instituto Nacional de Estatística (INE) e a Direção-Geral de Recursos Naturais, 


























































































図 3.3.2 漁港の配置と利用 














































表 3.3.1 開場、荷受け・計量、せり販売時間等 
図 3.3.4 陸揚げ・場内搬入 
40 
1)陸揚げ・場内搬入 



















































せり販売の様子を図 3.3.6 に示す。3 せり販売用キャビン、4 スクリーンがあり、4 つ
のスクリーンのうち 1 つは web カメラの配信映像である。3 つのせり販売を同時に行う




































































































































市場における陸揚げ数量・金額および平均価格の推移を図 3.3.9に示す。2002 年から 2018
年までの間に、陸揚げ数量は 17,247 トンから 12,774 トンに減少（0.7 倍）した。陸揚げ金額


































図 3.3.9 陸揚げ数量・金額と平均価格の推移 
Estatísticas da Pesca 2003-2018, Instituto Nacional de Estatística (INE) e a Direção-Geral de Recursos Naturais, 







いる。漁港とマリーナを除く港全体は Leixoes Port Authority が管理運営している。漁港の配
置と利用を図 3.4.2に示す。漁港には、管理事務棟（管理事務室）、市場、倉庫・事務室（ド
カペスカ社がバイヤーへ貸出し）、給油施設、製氷施設、冷蔵施設、漁具倉庫・漁具販売店
など漁港の機能施設が配置されている。製氷施設の生産能力は 2,000t/日と EU 最大である。
陸揚げ岸壁は、市場の前面と前面の桟橋（3 基の固定式桟橋）である。製氷施設から桟橋上
に給氷管が設置され、桟橋の先端手前に給氷口が設けられている（図 3.4.3）。市場の前面












































































図 3.4.2 漁港の配置と利用 













































図 3.4.4 市場の配置と利用 
※図のスケールは正しくない 
表 3.4.1 開場、荷受け・計量、せり販売時間等 
48 
1)陸揚げ・場内搬入 























































































図 3.4.6 選別・計量 
図 3.4.7 資源・海洋総局 DGRMによる漁獲サイズの検査 
50 
3)せり販売（ローカル＆オンライン・オークション） 







































は次のとおりである。このとき、1 ロットが 1 魚箱であった。 
 
 

























































手スーパーは 3 社 Jumbo、Continente、Pingo Doee であるが、これらスーパーは漁港の市場
（First Sale Market）にバイヤ―として参加して購入している。漁港の市場と比較して販売価










































市場における陸揚げ数量・金額および平均価格の推移を図 3.4.11 に示す。2002 年から
2018 年までの間に、陸揚げ数量は 28,254 トンから 20,656 トンに減少（0.7 倍）した。陸揚































図 3.4.11 陸揚げ数量・金額と平均価格の推移 
Estatísticas da Pesca 2003-2018, Instituto Nacional de Estatística (INE) e a Direção-Geral de Recursos Naturais, 




首都リスボンの一般消費者向け生鮮食品売市場の一つであるリベイラ市場 Mercado da 
Bireira の様子を写真 4.1に示す。市場にはフードコートが併設されている。  
 
（開設・営業時間） 
フードコート（TimeOut Market） 10:00～14:00 













































 ベンフィカ市場 Mercado de Benfica（写真 4.2） 







































ポルトガル海洋気象研究所 IPMA（Instituto Português do Mar e da Atmosfera）Portuguese 








旋網漁船    船員 16～12 人（最近は能力が高くなり 12 人） 
トロール漁船  船員 8、9 人 
小型漁船    船員 2 人 
※船長（船主）と補助員（家族で操業または船主が補助員を雇用） 
 
いずれも 1 個人経営であり、船員（漁業者）を契約で雇用している。 
 
（資源管理と TAC漁獲割当量） 




※船長 12m 以上、15m 未満の漁船の報告がポルトガルでは免除されている。 
 
ⅰ．漁獲情報は船主が記録している操業日誌 Logbook がある。漁獲情報の報告は 2010 年以




















 (1) 陸揚げ数量・金額と平均価格 
 陸揚げ数量・金額と平均価格の推移を図 6.1 に示す。陸揚げ数量・金額と平均価格は、








































Estatísticas da Pesca 2003-2018, Instituto Nacional de Estatística (INE) e a Direção-Geral de Recursos 
Naturais, Segurança e Serviços Marítimos (DGRM)より作成 
図 6.1 市場における陸揚げ数量・金額と平均価格の推移 
図 6.2 陸揚げ数量と平均価格の関係 
Estatísticas da Pesca 2003-2018, Instituto 
Nacional de Estatística (INE) e a Direção-
Geral de Recursos Naturais, Segurança e 
Serviços Marítimos (DGRM)より作成 
58 
陸揚げ数量と平均価格の関係を図 6.2 に示す。一般に需要と供給の関係で価格が決定す
ることを考えると、陸揚げ数量と平均価格は負の相関性が見られる。2002 年から 2012 年ま








てみると、陸揚げ数量・金額の順位では 1 位 Peniche、2 位 Aveiro、3 位 Figueira da Foz であ
るが、海岸線が長いこと、隣接する Norte の拠点漁港である Matosinhos が Centro 地域圏に
接していることから、拠点漁港は 2 港とし、陸揚げ数量・金額 1 位の Peniche と 3 位の Figueira 























 拠点漁港における陸揚げ数量・金額およびその割合の推移を図 6.4に示す。2002 年から
2018 年までの間に、拠点漁港における陸揚げ数量の割合は 5 ポイント、陸揚げ金額の割合
は 8 ポイント増大している。拠点漁港の役割が増大しているものと推量される。2002 年の
数値を 1.00 として、拠点漁港における平均価格の上昇・減少率の推移を図 6.5に示す。
2010 年以降、Sesimbra 以外の拠点漁港の平均価格は 2002 年に対して上昇傾向を示してい
る。拠点漁港以外の漁港の平均価格は 2002 年以降減少し、2017 年に初めて上昇に転じ
た。 
図 6.3 主要な陸揚げ漁港 
Estatísticas da Pesca 2003-2018, Instituto Nacional de Estatística (INE) e a Direção-Geral de Recursos Naturais, 













































図 6.4 拠点漁港における陸揚げ数量・金額およびその割合の推移 
図 6.5 拠点漁港における平均価格の上昇・減少率の推移 
Estatísticas da Pesca 2003-2018, Instituto Nacional de Estatística (INE) e a Direção-Geral de 
Recursos Naturais, Segurança e Serviços Marítimos (DGRM)より作成 
Estatísticas da Pesca 2003-2018, Instituto Nacional de Estatística (INE) e a Direção-Geral de 
Recursos Naturais, Segurança e Serviços Marítimos (DGRM)より作成 
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Sesinmbra については、図 3.1.10より 2002 年以降平均価格の減少が続いているが、陸揚げ



















































































ドカペスカ社は 1959 年に設立され、1991 年の省令によりポルトガル本国の市場を管理運
営することになった。そして 2014 年には本国の漁港を管理運営することとなった。リスボ
ンに本社があり、ポルトガル本国に 6 事務所、22 市場、小さな漁村に所在する 25 販売所、
図 7.1 漁港の管理運営・整備に関わる機関とその役割 
62 
15 マリーナ・レクレーション港、そして 12 造船所・修理場を有する。また、仲卸売市場、























も 2002 年以降は変わっていない。 
 
漁港の立地状況を見ると、約 7 割は漁港単独で立地している。 
 
（漁港の立地状況） 
ⅰ．漁港単独  14 漁港 
  ・漁港単独  7 漁港 
・港内にマリーナもある漁港 4 漁港 
  ・近隣にマリーナがある漁港 3 漁港 
ⅱ．港湾の中に立地する漁港（水域・陸域の利用はすみ分け） 6 漁港 





















































表 7.1 漁港・市場の機能分担と配置・利用、施設の規模・構造 
市場立地 岸壁幅 岸壁側庇長さ 建物面積 建物構造 搬出ドック
Vila Praia de Âncora 地域港 漁港単独 陸域 170m2 閉鎖型構造
Viana do Castelo 補完港 港湾内漁港 水際 8.0m 庇なし 1,900m2 閉鎖型構造 岸壁反対側




Vila do Conde 地域港 港湾内漁港 陸域 750m2 閉鎖型構造
Matosinhos 拠点港 港湾内漁港 水際 12.0m 12.0m 3,200m2 閉鎖型構造 岸壁反対側
Aveiro 補完港 港湾内漁港 水際 8.0m 1.5m 2,500m2 閉鎖型構造 岸壁反対側
Mira 自然海浜 陸域 215m2 閉鎖型構造
Figueira da Foz 拠点港 港湾内漁港 水際 8.5m 庇なし 4,000m2 閉鎖型構造 岸壁反対側
Nazaré 補完港 漁港（マリーナ含む） 水際 7.0m 4.0m 4,000m2 閉鎖型構造 岸壁反対側




Costa da Caparica 自然海浜 陸域 370m2 閉鎖型構造 併設
Sesimbra 拠点港 漁港単独 水際 11.5m 6.5m 3,200m2 閉鎖型構造 岸壁反対側
Setúbal 補完港 漁港単独 水際 11.5m 庇なし 1,350m2 閉鎖型構造 岸壁反対側
Sines 補完港 港湾内漁港 水際 8.0m 庇なし 2,000m2 閉鎖型構造 岸壁反対側
Vila Nova de Milfontes 地域港 漁港単独 水際 5.0m 庇なし 155m2 閉鎖型構造
Baleeira - Sagres 地域港 漁港単独 水際 7.0m 2.0m 1,950m2 閉鎖型構造 岸壁反対側
Lagos 補完港 漁港（マリーナ含む） 水際 13.0m 庇なし 960m2 閉鎖型構造 岸壁反対側
Portimão（Rio Arade） 拠点港 漁港・マリーナ 水際 7.5m 庇なし 4,100m2 閉鎖型構造 岸壁反対側
Albufeira 地域港 漁港・マリーナ 陸域 600m2 閉鎖型構造 併設
Quarteira 地域港 漁港単独 水際 8.0m 4.0m 1,850m2 閉鎖型構造 岸壁反対側
Olhão 補完港 漁港・マリーナ 水際 6.5m 3.5m 4,400m2 閉鎖型構造 岸壁反対側


















































セシンブラ   15秒/箱（ロット） 












































キャビン内で、PC 端末に船名 Barco、魚種 Espécies、規格 Tamanho、状態
Apresentação、鮮度 Frescor を入力（計量結果の重量は自動的に読込み）し、販売カタログ
が作成される。これら項目は、フランスで見られた、船 Bateau、魚種 Espece、規格












1986 年以降、ポルトガルの海域では特定の魚種の漁獲は TAC 制度により規制されるよ
うになった。ポルトガルの TAC 漁獲割当量は、毎年 EU レベルで設定される。公海での漁
獲割当量は 2 年ごとに設定される。 
EU の IUU 対策として、DGRM は抜き打ち的に市場や漁船に検査に入り、網目サイズや
漁獲物のサイズが適切に遵守されているかを検査している。また、漁獲量の把握のため、船
長 15m 以上※の漁船については漁獲および水揚げ（陸揚げ）情報を報告することになって
いる。（船長 12m 以上、15m 未満の漁船の報告がポルトガルでは免除されている。） 
 
ⅰ．漁獲情報は船主が記録している操業日誌 Logbook がある。漁獲情報の報告は 2010 年以





 操業日誌は、EU 各国の水域や地域漁業管理機関で操業する漁船には 2009 年から義務化
されている。2011 年から電子操業日誌（Electronic Logbook or Electronic Fishing Diary）が利















市場購入証明 CCL ラベルプロジェクト 



































漁具・漁法が記載              96% 
漁獲水域が記載                97% 




















6.2）について見てみると、2002 年から 2012 年までの間は陸揚げ数量に関係なく平均価格






を考慮して選定されて、少なくとも 2002 年以降、5 拠点漁港（Peniche、Aveiro、Figueira da 
Foz、Matosinhos、Sesinmbra）に変更はない。拠点漁港における陸揚げ数量および金額の割
合（図 6.4）は、2002 年から 2018 年までの間に、各々5 ポイント、8 ポイント増大してい
る。2002 年の数値を 1.00 として、拠点漁港と補完・地域港における平均価格の上昇・減少




















 図 7.3 拠点漁港における平均価格の上昇・減少割合の推移 
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